
トルコぎきょうの
新たな栽培方法の実証概要

1.現状

・県内産の出荷期間は６月～10月、花色が豊富でお祝いのブーケや会場装飾、仏花など
用途が広い

・山形県は作付面積割合が全国５位の産地(令和６年産花き生産出荷統計・農林水産省)
・庄内地域は県内の作付面積の４割以上を栽培する主要産地
・近年の夏の極端な高温の影響で、従来の技術では開花期が早まり、需要期であり単価の
高い10月の出荷量が減少

山形県のトルコぎきょう

・夏期の高温でも需要期に開花させることができ、品質を向上させる新たな技術の導入
が必要

3.令和８年度の取組み

（１）「冷房大苗栽培」の現地実証による地域適応性の検討

（２）生産者への「冷房大苗」の供給方法の検討

（３）現地検討会の開催

・生産者２名による「冷房大苗栽培」※の現地実証による適応性の検討
・出荷時期と品質を調査し、結果をＪＡの出荷反省会等で情報共有
※ハウスでの慣行の育苗後に、冷蔵庫内で温度と光を制御し、約３週間育苗した
大苗を定植する栽培方法

（ア）ハウス育苗期間：約50日間
（イ）冷蔵庫育苗期間：約20日間
（ウ）定植日 ：７月下旬

2.課題

（別紙）

令 和 ８ 年 ６ 月 2 5 日
庄内総合支庁農業技術普及課

・冷房大苗の供給体制について検討 協力：株式会社庄内町種苗センター

・10月上旬頃、現地実証ハウスにて開催予定
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